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内田滋教授は，1972年に大阪大学経済学部卒業後，1976年まで久保田
鉄工株式会社（現株式会社クボタ）に勤務されました。その後，筑波大
学大学院経営・政策科学研究科修士課程，京都大学大学院経済学研究科
博士後期課程を経て，1983年に本学部に講師として着任され，2012年３
月にご定年を迎えられました。長崎大学は，先生のこれまでのご活躍を
讃え，2012年４月に名誉教授の称号を授与しました。
内田先生は，本学部においては，金融論を主に担当されていました。
この他にも，全学教育（現教養教育），本学大学院においては金融論特
講やアジア市場分析など多くの科目を担当されました。コース制を採用
している本学部で人気の高いのがファイナンスコースです。金融論はそ
のコースの基礎科目であり，金融機関に就職した卒業生の多くは先生の
科目を受けたことと思います。また大学院では，2008年度採択の大学院
GPの実施にあたり一連の「アジア市場分析」科目の開設と英語での実
施に尽力されました。今でこそ英語での講義の実施は強く言われますが，
先生のご尽力により，本研究科ではいち早くそれを実現することができ
たと言えるでしょう。
先生の研究領域は，主に中小企業金融を中心とした銀行論や家計貯蓄
行動などです。先生が本学に在籍されている期間は，規制緩和など金融
業を取り巻く多くの変革の時期でした。これら一連の変化に先生は敏感
に反応され，確固とした経済学に裏付けられたすぐれた業績を，時には
英語で世に問うて来られました。これらの業績が評価され，学界におい
ては生活経済学会副会長，日本経済学会理事や日本金融学会理事などの
要職にも就かれたほか，本研究科の博士後期課程の設置にあたっても大
きな貢献をされました。
学内の組織運営にも多くの貢献をされてきました。全学的には1991年
～1993年にかけて評議員，経済学部では，教務委員長や学生委員長とい
った主要委員会の委員長や講座主任などを務められました。また，社会
貢献の面では，長崎県政策評価委員会委員，長崎市雇用問題審議会や長
崎市地域再生雇用創出協議会委員を務めてこられました。また，公開講
座も積極的に企画，運営されてこられました。
このように，先生は，本学部在籍中は，多方面にわたって活躍をされ
てこられました。この中で，個人的に印象的なのは，“International
Conference on Asian Financial Markets”の運営です。本カンファレン
スは，2005年から本研究科が主催して開始したものですが，その運営に
あたっては，持ち前の英語力を生かして，海外の参加者との交渉，全体
的な司会や討論者，基調講演など多くのことをこなしてくれました。本
カンファレンスの毎年継続した開催は，内田教授の献身的な協力なしに
は，実現できなかったことと思います。大学の国際化が強く言われます
が，先生は本学部の国際化に大きな貢献をされてきたと思います。
先生は本学部を定年後，愛知学院大学にお勤めになられています。本
学部在職中は，先生のお人柄にひかれて多くのゼミ生が集まっていまし
たが，愛知学院大学においても，多くの学生に囲まれていることと思い
ます。先生の今後の一層のご活躍とご健勝を祈念して，献辞とさせてい
ただきます。
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